
で
き
る
だ
け
早
く
、
多
く
の
公
園
の

除
染
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

5

学
校
と
こ
ど
も
ル
ー
ム
の
除
染

は
別
に
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
ど
も
ル
ー
ム
は
学
校
の
敷
地
内
に

あ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
学
校
を
除
染

す
る
際
に
一
緒
に
行
う
の
か
。

6

学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
こ
ど
も

ル
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
一
緒

に
除
染
し
て
い
き
た
い
。

5

私
立
の
中
学
校
、
高
校
の
除
染

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

6

１
月
か
ら
所
有
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
除
染
作
業
は
所

有
者
に
協
力
を
求
め
る
と
い
う
こ
と

で
進
め
て
い
き
た
い
。

5

雨
ど
い
は
か
な
り
放
射
線
量
が

高
く
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

除
染
を
進
め
る
の
か
。

6

公
の
施
設
は
、
高
圧
洗
浄
器
で

上
か
ら
下
へ
敷
地
内
の
側
溝
に
流
し
、

敷
地
内
に
保
管
。
民
有
地
に
つ
い
て

は
、
線
量
が
高
い
と
こ
ろ
は
、
ま
ず

雨
ど
い
の
下
を
根
気
強
く
測
定
し
て

ほ
し
い
と
お
話
し
を
し
て
い
る
。

5

放
射
線
量
は
下
が
っ
て
き
て
い

る
の
か
。

6

除
染
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
数

値
に
変
化
は
な
い
。

5

富
勢
西
小
の
周
辺
地
域
の
住
民

が
放
射
線
量
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ワ
ー
を
も

っ
と
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

6

富
勢
西
小
の
事
例
が
全
市
的
に

広
げ
ら
れ
る
よ
う
仕
組
み
を
検
討
し

て
い
く
。
市
民
へ
の
測
定
器
貸
し
出

平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
に
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予

算
の
う
ち
、
放
射
能
対
策
関
係
予
算

に
つ
い
て
、
当
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
審
査

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

5

測
定
器
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
が
、
市
民
が
は
か
っ
た
数
値
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

6

貸
し
出
す
際
に
、
空
間
１
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
で
、
毎
時
１
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て

は
必
ず
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
つ
い
て
は
強
制
的
で
は
な
く
、
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

5

公
園
の
除
染
に
つ
い
て
２
億
円

の
除
染
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
除
染
し
て
い
く
か
具
体

的
に
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
公

園
内
で
も
ど
こ
が
低
く
て
ど
こ
が
高

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と
わ
か

り
や
す
い
表
示
が
必
要
で
は
な
い
か
。

6

今
現
在
、
公
園
内
の
放
射
線
量

の
測
定
結
果
を
代
表
点
で
は
あ
る
が

表
示
し
て
お
り
、
23
年
中
に
634
公
園

の
表
示
を
完
了
さ
せ
る
予
定
。
除
染

の
作
業
に
つ
い
て
は
、
40
公
園
、
２

億
円
と
概
算
し
て
い
る
が
、
子
供
が

多
く
い
る
公
園
や
学
校
に
近
い
公
園

を
優
先
的
に
、
２
億
円
の
範
囲
内
で

し
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と

協
議
会
な
ど
に
優
先
的
に
貸
し
出
す

な
ど
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
や

っ
て
い
く
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

5

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
１
食
丸

ご
と
検
査
を
す
る
目
的
は
何
か
。

6

今
ま
で
は
食
材
ご
と
の
検
査
で

あ
っ
た
が
、
近
隣
で
も
我
孫
子
市
な

ど
が
行
っ
て
い
る
現
状
、
ま
た
保
護

者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
市
と
し
て
も
や
る
べ
き

と
い
う
こ
と
で
、
調
査
を
し
、
業
者

と
い
つ
か
ら
や
る
か
を
詰
め
て
き
た
。

5

授
業
中
も
除
染
を
行
う
の
か
。

6

授
業
中
も
作
業
す
る
予
定
。

な
お
、
本
補
正
予
算
に
は
約
17
億

６
０
０
０
万
円
の
放
射
能
対
策
関
係

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民

の
不
安
は
い
ま
だ
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い

状
況
の
た
め
、
議
案
第
９
号
に
対
し
、

委
員
会
は
附
帯
決
議
を
全
会
一
致
で

付
し
ま
し
た
。
附
帯
決
議
の
内
容
は

別
表
１
の
と
お
り
で
す
。
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放
射
能
等
災
害
対
策

特

別

委

員

会

特別委員会
９月定例会にて設置された

各特別委員会で審査の集中し

たもの及び活動状況をお知ら

せします。

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
下
総
基

地
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
の
議

案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
設
置
目
的
】

下
総
基
地
に
係
る
諸
問
題
を
調
査

研
究
し
、
そ
の
対
応
策
を
立
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
委
員
定
数
・
調
査
期
限
】

委
員
は
13
人
以
内
と
し
、
現
在
13

名
の
委
員
が
所
属
し
て
い
る
。
ま
た
、

調
査
期
限
は
平
成
27
年
８
月
31
日
ま

で
と
し
、
閉
会
中
も
な
お
活
動
で
き

る
も
の
と
し
た
。

【
活
動
状
況
】

昨
年
11
月
及
び
12
月
に
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
市
の
担
当
部
局
よ
り

下
総
基
地
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
下
総
基
地
に

係
る
課
題
を
整
理
し
、
国
へ
の
要
望
・

陳
情
及
び
基
地
周
辺
対
策
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
各
委
員
か
ら
の
下
総
基

地
及
び
防
衛
省
北
関
東
防
衛
局
に
対

す
る
意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
、

１
月
下
旬
に
下
総
基
地
へ
の
現
地
視

察
、
２
月
上
旬
に
防
衛
省
北
関
東
防

衛
局
へ
要
望
活
動
を
行
う
こ
と
を
決

定
し
た
。

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
決
算
審

査
特
別
委
員
会
で
継
続
審
査
中
で
あ
っ

た
平
成
22
年
度
決
算
の
認
定
を
求
め
る

３
議
案
に
つ
い
て
、
渡
部
和
子
委
員
長

か
ら
15
日
の
採
決
日
に
、
い
ず
れ
も
認

定
す
べ
き
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

報
告
を
受
け
て
本
会
議
で
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
認
定
と

決
し
ま
し
た
。
な
お
、
同
委
員
会
か
ら

の
意
見
・
要
望
事
項
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

意
見
・
要
望

１

一
般
会
計
・
特
別
会
計

(1)

平
成
22
年
度
一
般
会
計
に
お
い
て

は
、
実
質
収
支
に
お
い
て
41
億
円
の

黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
22
年
３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

以
降
、
放
射
能
問
題
等
市
民
は
大
変

な
不
安
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
、
繰
越
財

源
等
の
使
途
に
つ
い
て
は
市
民
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
に
考
え
ら
れ
た

い
。

(2)

住
み
な
れ
た
地
域
で
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
防
災
福
祉

Ｋ
│
Ｎ
ｅ
ｔ
の
充
実
強
化
に
努
め
ら

れ
た
い
。
防
災
マ
ッ
プ
、
浸
水
マ
ッ

プ
、
液
状
化
予
想
地
マ
ッ
プ
の
作
成

な
ど
対
応
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。
ま

た
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
実
践

的
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
ら
れ
た
い
。

(3)

市
税
等
の
収
納
率
向
上
を
図
り
、

不
納
欠
損
、
収
入
未
済
、
繰
越
、
事

故
繰
越
、
不
用
額
な
ど
の
さ
ら
な
る

縮
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。
本
市
が
負

担
金
等
を
支
出
し
て
い
る
一
部
事
務

組
合
の
組
織
・
事
業
の
効
率
化
に
向

け
て
、
関
係
自
治
体
と
の
協
議
を
進

め
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

補
助
金
交
付
・
委
託
事
業
に
お
い
て

は
、
不
適
正
な
支
出
が
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
じ

ら
れ
た
い
。
国
庫
補
助
事
業
に
つ
い

て
も
、
費
用
対
効
果
を
慎
重
に
検
討

の
う
え
、
実
施
さ
れ
た
い
。

(4)

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て

市
民
へ
の
情
報
伝
達
の
徹
底
を
図
ら

れ
た
い
。
市
民
の
求
め
る
情
報
を
よ

り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
ア
ク
セ

ス
数
な
ど
詳
細
な
デ
ー
タ
集
積
を
行

わ
れ
た
い
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の

施
策
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
部
課

の
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
可
能
性
を

図
り
、
推
進
さ
れ
た
い
。

(5)

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
生
活
実
態
を
と
ら
え
、
的
確

な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て
は
、
相
談

員
の
待
遇
改
善
に
配
慮
し
つ
つ
、
他

の
公
的
な
法
律
相
談
窓
口
等
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

(6)

ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り
か
え
や
自
然
環

境
の
保
全
に
取
り
組
み
、
Ｃ
Ｏ
２

削

減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

(7)

認
可
保
育
園
の
増
設
な
ど
、
待
機

児
童
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

各
種
支
援
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
図
ら

れ
た
い
。

(8)

心
の
ケ
ア
を
含
め
た
市
民
の
健
康

づ
く
り
増
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。
高

齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
特
養
ホ
ー

ム
な
ど
施
設
整
備
に
力
を
入
れ
、
待

機
者
解
消
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
そ
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
給
付
内
容
の
確
認
等
に
留

意
し
つ
つ
、
給
付
が
適
正
に
行
わ
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

(9)

学
校
の
耐
震
化
を
で
き
る
限
り
早

急
に
完
了
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
通
学

路
の
安
全
対
策
に
努
め
ら
れ
た
い
。

地
域
の
教
育
と
文
化
の
拠
点
と
し
て

質
の
高
い
図
書
館
の
体
制
を
作
る
と

と
も
に
、
学
校
図
書
館
等
と
の
さ
ら

な
る
連
携
を
図
ら
れ
た
い
。
芸
術
文

化
事
業
に
つ
い
て
も
充
実
を
図
ら
れ

た
い
。

(10)

雇
用
情
勢
の
悪
化
を
踏
ま
え
、
各

種
の
雇
用
拡
大
・
就
労
支
援
事
業
の

充
実
を
図
ら
れ
た
い
。
公
設
市
場
に

つ
い
て
は
、
場
内
業
者
の
意
見
を
十

分
に
踏
ま
え
て
、
市
場
の
活
性
化
と

安
全
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。
農
業

振
興
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
の
担
い

手
育
成
等
に
努
め
ら
れ
た
い
。

(11)

道
路
建
設
に
つ
い
て
は
、
自
転
車

レ
ー
ン
・
歩
道
な
ど
の
整
備
を
行
い
、

自
転
車
・
歩
行
者
の
安
全
対
策
を
強

化
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
信
号
機
の
設

置
な
ど
県
に
適
切
に
働
き
か
け
ら
れ

た
い
。

２

病
院
事
業
会
計

病
院
事
業
の
安
定
的
な
運
営
を
図
り
、

病
診
連
携
等
さ
ら
な
る
医
療
体
制
の
充

実
に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
を
図
ら
れ

た
い
。

３

水
道
事
業
会
計

高
金
利
の
借
入
金
の
繰
り
上
げ
償
還

等
を
行
う
こ
と
で
、
財
政
の
健
全
化
を

進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
水
道
管
の
耐

震
化
を
推
進
し
、
災
害
時
の
水
の
確
保

等
を
行
い
、
災
害
対
策
を
図
ら
れ
た
い
。

放射能等災害対策特別委員会

議案第９号 平成２３年度
柏市一般会計補正予算に対する附帯決議

本市では追加被曝線量が年間で１ミリシー

ベルトを超えない環境（毎時線量の目安は

0.23マイクロシーベルト）にすることを目指

し除染計画の策定が進められている。本補正

予算には、約１７億６千万円の放射能対策関

係経費が計上されているところであるが、こ

うした市の取り組みに対し、市民の不安はい

まだぬぐい切れないのが現状である。

よって、市においては、市民の不安をさら

に排除するため、下記の事項を速やかに取り

組まれるよう強く要望する。

記

１ 健康相談体制を充実させるとともに内部

被曝に関する情報提供を市民に対し積極的

に行うこと。

２ 放射性物質検査機器を最大限に有効活用

し、食物より摂取する内部被曝に対する不

安解消に努めること。

以上、決議する。

平成２３年１２月１３日

放射能等災害対策特別委員会

（別表１）

下総基地特別委員会

下

総

基

地

特
別
委
員
会

平
成
22
年
度
決
算
を
認
定

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会開催日程

9月15日

10月24日

10月26日

10月31日

11月４日

11月17日

11月22日

初会合

総務委員会所管分審査

教育民生委員会所管分審査

市民環境委員会所管分審査

建設経済委員会所管分審査

総括審査、現地視察

取りまとめ、採決




